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1.8% / 3年
（Kaplan-Meier法による推定）

参考
■ 6～7% / 3年
(Yoshikawa et al. 日本, 1996)

489人の触法精神障害者を
11年間追跡、放火除く、暴
行含む

■ 5.6% / 2年
(Davies S.et.al. イギリス, 2007)

594人の触法精神障害者を平
均9.2年追跡、精神疾患患者
の重大犯罪のみ

「重大な再他害行為」（N=683）

指定入院医療機関退院後の予後に影響を与える因子の同定に関する研究
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表1 重大な再他害行為 （n=10*）
対象行為 男性（件） 女性（件）

殺人（未遂） 1 0
傷害 5 0
放火 1 0
強盗 0 0

強制わいせつ・強制性交等 3 0
計 10 0

表2 その他の再他害行為の内訳

その他の再他害行為 人数・件数

窃盗 1名1件

暴力行為、暴言、器物破損 9名15件

性的逸脱行為 5名8件

精神保健福祉法入院理由が他害・迷惑行為 6名6件

その他・不明 6名6件

合計 27名36件

平成28年度調査 n=683ＡＭＥＤ委託研究 国立精神・神経医療研究センター平林氏提供資料より作成

自殺企図（身体的処置を必要とする程度以上のもの）23名27件 (うち既遂9名)

* 2名の対象者が2度の重大な再他害行為を行った

自殺企図・自殺の状況
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